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Autodesk の考える建設業の未来
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Autodesk AI
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Autodesk University 2023

Analysis Augmentation Automation



身近な AI の登場場面
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AutoCAD – Autodesk Assist

チャットボックス内で質問すると、
関連するサポートドキュメントを回答

ReCap Pro – 地盤の自動分類

ReCap Pro 上で地盤と地盤以外の
点群の自動分類が可能に



AI 活用への意識
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＿＿ % ＿＿ %
2-3 年で AI がビジネスの

重要な要素となる

ビジネスリーダー

AI への投資を強化する

会社・企業

66 77

How will AI revolutionize human innovation?
https://damassets.autodesk.net/content/dam/autodesk/www/pdfs/ai-infographic-pdf.pdf

https://damassets.autodesk.net/content/dam/autodesk/www/pdfs/ai-infographic-pdf.pdf


AI のポイントは”プラットフォーム”
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• AI のための“学習データ”が必要
• “学習データ”を蓄積するための“プラットフォーム”が重要
• Autodesk は”プラットフォーム”にも投資

Autodesk University 2022



BIM/CIM は AI 活用の重要なステップ
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• AI で学習できるデータは“コンピュータが理解できる”ものだけ
• BIM/CIM は設計情報等を“コンピュータが理解できる”ようにしたもの
• コンピュータが理解できれば、コンピュータに仕事を任せられる = DX

コンピュータも人も建物を”理解できる”

技術的な検討

BIM/CIM
モデル

集計表

図面

3Dモデル 発注者

施工

積算

コンピュータ



コンピュータの働き方の変革
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コンピュータが扱うデータが限定的
＝コンピュータを“道具”として利用

コンピュータが扱うデータが広範囲
＝コンピュータを“同僚”として利用

内閣府 Society 5.0 とは：https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/society5_0.pdf

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/society5_0.pdf


プラットフォームとしての Autodesk Construction Cloud
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• プロジェクトの様々な情報を“コンピュータが理解できる”形で管理

プロジェクト

Integration

Autodesk ソフトウェア

プロジェクト

プロジェクト

データファイル

データファイル

データファイル

メンバーDB業務DB 建物DB

メンバーDB業務DB 建物DB

メンバーDB業務DB 建物DB

など

Autodesk クラウド製品

見える化(Power BIなど)

Rest API



プラットフォームとしての Autodesk Construction Cloud
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• オブジェクトレベルに細分化：全てのデータを同列に扱える
• アプリとは切り離され、アプリ間/チーム間を自由に移動可能
• 既存・将来のアプリを全て Docs と接続しデータ管理、

 Autodesk AI による新たな価値の提供も可能に

Autodesk University 2023 AEC Design Industry Forum:
https://conferences.autodesk.com/flow/autodesk/au2023/sessioncatalog/page/digital/session/1692204610216001EP97

https://conferences.autodesk.com/flow/autodesk/au2023/sessioncatalog/page/digital/session/1692204610216001EP97


国土交通省 DX アクションプラン
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“コンピュータが理解できる”
様々なデータを蓄積することが重要

インフラ分野のDXアクションプラン第２版 （案）について：https://www.mlit.go.jp/tec/content/001621371.pdf

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001621371.pdf


BIM/CIM の本質は「３次元」から「データ」へ
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これまでの BIM/CIM のイメージ これからの BIM/CIM のイメージ

Modeling > Management

「３次元モデルがあるといろいろできる」

業務基幹情報

Management > Modeling

「データがあるといろいろできる」

工程・積算情報

施工情報

センシング
データ

施工実績

設計情報

図面、計算書

情報基盤=プラットフォーム

BIM/CIMデータ



Autodesk 製品のご紹介
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• AEC Collection で「データ」活用をはじめましょう！

クラウドソリューション

デスクトップソリューション
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